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東京都立南大沢学園 

校長 井上 美保   

令和 6年 12月１日発行 

１2月号 

月号 

都立南大沢学園通信 
～情熱・誠実・実践～ 

 

【学ぶ】【働く】【暮らす】                       

校長 井上 美保 

 

入学式から一カ月が過ぎようとしています。一年生もすっかり学校に慣れたようです。 

廊下ですれ違うと、「お疲れさまです」と、自然な挨拶が飛び交います。卒業後の社会生活を意識した挨拶は、目を見

て語る挨拶へと進化しているようにも思えます。心を込めた「お疲れさまです」には、相手に対する思いやりやいたわ

りの気持ちが感じられます。自分の立場だけではなく相手の立場に立って物事を考えることができるようになると、自

ずと挨拶の仕方も変わってくるでしょう。これからも引き続き大切な挨拶として、続けていきましょう。 

 

さて、先日、全校保護者会がありました。お忙しい中、沢山の保護者の皆様にお越しいただき、感謝申し上げます。

当日は、今年度の学校経営計画の目指す方向や基本理念、指導方針を説明させていただきました。そのうえで、生徒

たちが主体的に学びに向かうベースを整える『教員の努力』と責任ある個人として主体的に学ぶ『生徒の努力』があ

ってこそ目指す姿が実現すること。両者の努力の交差するところには、先生たちの『生徒理解』と生徒たちの『自己理

解』があることについて話をしました。 

本校では、昨年度から南大沢ＵＤの導入により、ＵＤ５項目を取り入れた分かりやすい授業を展開しています。授業

が分かりやすくて、落ち着いて学習に取り組むことができれば、生徒の自己肯定感が高まり、主体性が育ちます。さら

には、担任と生徒との信頼関係が深まり、学校生活が充実したものとなるでしょう。 

 

昨今の社会状況や教育を取り巻く環境も大きく変わってきましたが、生徒が、在学中のみならず、卒業後も生涯に

わたって豊かに幸せに生きていくためには、自ら主体的に学習に取組み、自分を振り返る経験を通して、学校生活で

身に付けた力を社会の中で継続的に活用できる力に般化させていく必要があります。 

 

南大沢学園では、「学ぶ」「働く」「暮らす」を教育目標の軸に据え、生徒自身が、自分の力で仕事に向かう環境を

整え、自分の役割に責任をもって働くための知識、技術・技能及び態度を育てていきます。一年生の職業に関する教

科（コースの授業）では、トライアル実習が始まり、中学校時代にはなかった学習がスタートしました。二・三年生は本

格的なコースの授業が始まっています。本校においては、企業就労を目指して身に付けるべき力はどのコースに所属

しても変わりません。体験的な活動を通して、自分は何がどこまでできていて、何ができていないのか、自分自身を振

り返りながら、求められる自分に少しずつ近づけるよう努力しましょう。先生たちも皆さんの学びの場が充実できるよう

努力していきます。 

 

   

卒業後も心豊かに暮らしていくために 

校長 井上 美保 

 

 １２月に入り、今年も残すところ一カ月となりました。日本では、１２月を師走（しわす）と言いますね。 

12月は、僧侶が各家庭を訪れて、仏事を行うとても忙しい時期といわれています。この時期、普段落ち

着いている僧侶たちが忙しく走り回るので、「師が走る」・・『師走』というのが一説だそうです。師は先

生だという説もありますね。皆さんの近くにいる先生たちはどうですか？ １２月は、今年最後のまとめ

の月です。自分にしかない学校生活。この一年を振り返り、思い出を整理してみるとよいですね。 

 

 さて、学校生活の中では、皆さんが卒業後も自分の得意なことを活かし、上手に余暇を楽しむことが

できるようヒントとなるたくさんの学びがあります。例えば、部活動でスポーツや芸術・文化に触れたり、

図書館や公園を活用したり、緑豊かな自然を生かした社会貢献活動など、多くの人たちと触れ会う機

会が沢山あったかと思います。 

皆さんは、学校生活の中で、仕事に就くための勉強だけではなく、友達や先生との関わりの中で、自

分が知らなかったことを知ったり、好きなことを見つけたり、趣味や余暇につながる活動を知らず知らず

のうちに体験しているのです。 

 

先月は、東京都教育委員会が実施した都立高校生等の海外派遣研修がありました。本校からも代

表生徒がフランスのパリに行き、高校生同士の交流や芸術・文化を通した交流を通じて、異文化を学

ぶ機会を与えていただきました。本校では、今回の国際交流をきっかけに、将来、実践的な国際交流が

実現できるよう、八王子市の海外友好交流都市がある国の一つ、台湾の高等学校との国際交流を始

めたところです。海外の高校生との交流や異文化理解を通して、皆さんの興味・関心が広がり、理解が

深まってくれればと思います。 

 

今皆さんは、職業に関する教科（コース）の授業の中で、仕事に就くための知識や技術・技能を身に

付けています。働くということは、「ありたい姿」や「なりたい自分」に近づくための一歩なのかもしれま

せん。心豊かに暮らしていくためには、余暇をいかに上手に過ごせるかがポイントになってきます。多く

の体験の中から好きなことや得意なことを見つけ、自分で選択しながら、生活の中に活かしていけるよ

う工夫してみましょう。 以下の展覧会には、本校生徒の作品が展示されています。 

 

お知らせ 第９回東京都特別支援学校 アートプロジェクト展 Art Project Exhibition 2024 

令和７年１月７日（火）-１月１７日（金） １０：００から１７：００ 会期中無休/入場無料 

会場：東京藝術大学 大学美術館 陳列館（東京都台東区上野公園 12-8）  

※金曜日、土曜日は 20：00まで開館 

※入館は、閉館の 30分前まで 
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「仕事」と「余暇活動」 
主幹教諭 山之内 勇人 

 「仕事」と「余暇活動」は、車の両輪のようだと言われることがあります。 どちらか一方が欠けたら、う

まく前へ進めないという意味です。余暇活動が充実している人は、仕事も順調で活き活きしていること

がよくあります。 

 そもそも余暇とは何でしょう。手元の辞書を引いてみると、余暇とは「自分で自由に使える時間（三省

堂「例解新国語辞典」より）」という意味でした。自分で自由に使える時間が充実していると、そのこと

が翌日の仕事にも良い影響を与えるようです。 

 ある卒業生の就労先を訪ねた時の話です。その卒業生は順調に働き続けていました。卒業生と話を

進めていると、休日の過ごし方が話題になりました。鉄道やバスが大好きなその卒業生は、他県を走る

路線バスに乗ることが目的で、電車を乗り継いで旅行に出かけました。旅先のバスの運転手さんとの

楽しい会話や、昼食にとても美味しい定食を食べたことなど、楽しいエピソードを聞いていると、私自身

もまるで自分が体験した旅行だったかのように楽しい気持ちになりました。気持ちがリフレッシュすれ

ば、翌日の仕事にも気持ちよく臨めますね。 

 休日一日を使わなくても、自分の時間を上手に使うことができます。もう一人の鉄道好きな卒業生

は、頑張っている自分へのご褒美として、時々、京王ライナー（京王初の座席指定列車）に乗ってゆった

り帰宅するそうです。その話をしている卒業生は、とても満ち足りた穏やかな表情をしていました。 

 仕事だけが全てではなく、余暇だけが全てではありません。仕事と余暇の両方のバランスがとれてい

ることが大切なのです。 

 南大沢学園は、部活動や学校行事が盛んです。自分が好きなこと、興味があることに夢中になって取

り組める時間があります。部活で汗を流したあとの生徒は、とてもすがすがしい表情をしています。部活

動や学校行事で三年間かけて身に付けたことや、経験したことは、卒業後も余暇活動として活かすこと

ができます。二人の卒業生も、本校在学時は鉄道研究部員でした。 

 授業と同じように、部活動や学校行事などにもバランスよく熱心に取り組んで、充実した学校生活を

送りましょう。 

テーマ【暮らす】 


